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法被のデザイン作製中！

龍神火まつり50周年
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　開催スケジュール

18:45 龍神子ども太鼓の演奏

19:05 5 頭の龍と椀みこしによる入場演出

19:25 中学生による龍演舞披露

19:35 大人たちによる龍演舞披露

20:50 終了

　
新
元
号
令
和
を
迎
え
た
今

年
、
ふ
る
さ
と
の
大
切
な
民
俗

文
化
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
龍
神
火
ま
つ
り
も
50
周
年
と

い
う
節
目
の
年
。
50
周
年
を
記

念
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新

し
い
取
り
組
み
を
行
う
予
定
で

す
。

50
周
年
を
記
念
し
て

　
毎
年
８
月
１
日
～
４
日
に
開

催
さ
れ
る
下
呂
温
泉
ま
つ
り
の

ス
タ
ー
ト
を
飾
る
「
龍
神
火
ま

つ
り
」
は
、
８
月
１
日
の
午
後

７
時
頃
、
日
が
暮
れ
て
も
真
夏

の
熱
気
が
漂
う
下
呂
温
泉
街
に

て
開
催
。
鳴
り
響
く
太
鼓
や
笛

な
ど
の
鳴
り
物
に
合
わ
せ
て
、

下
呂
の
勇
敢
な
男
た
ち
が
全
長

17
ｍ
の
赤
・
青
・
黄
・
緑
・
白

の
５
頭
の
巨
大
な
龍
を
担
い

で
、
爆
ぜ
る
爆
竹
と
花
火
の
火

の
粉
が
舞
う
中
で
、
壮
大
な
演

舞
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
龍
神
火
ま
つ
り
は
岐
阜
県
益

田
郡
誌
に
登
載
さ
れ
る
下
呂
の

伝
統
「
椀
貸
せ
淵
」
か
ら
発
想

さ
れ
、
昭
和
45
年
に
始
ま
っ
て

以
来
、
長
年
多
く
の
観
光
客
と

地
元
住
民
に
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

THU

龍
神
火
ま
つ
り
と
は

2019.8.1下呂中学校美術部
デザインの法被作製 !
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伝
統
あ
る
龍
神
火
ま
つ
り

を
後
世
へ
と
受
け
継
ぎ
、
地

元
の
子
ど
も
た
ち
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
下
呂
中

学
校
・
竹
原
中
学
校
の
ご
協
力

に
よ
り
、
約
60
人
の
生
徒
に
よ

る
龍
演
舞
と
鳴
り
物
を
演
奏
し

ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
本
番
に

向
け
て
練
習
を
重
ね
、
迫
力
あ

る
演
舞
で
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

す
。

　
ま
た
、
当
日
は
下
呂
中
美
術

部
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
法
被
を
着

用
。
法
被
は
中
学
生
の
龍
演
舞

に
彩
を
添
え
る
だ
け
で
な
く
、

下
呂
温
泉
ま
つ
り
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　「
週
刊
ま
め
な
か
な
」
で
お

な
じ
み
の
下
呂
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
が
龍
神
火
ま
つ
り
を
生
中
継

し
ま
す
。
生
中
継
は
下
呂
市
内

だ
け
で
な
く
岐
阜
市
・
関
市
・

瑞
穂
市
な
ど
の
県
内
他
市
町
村

で
も
放
送
さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
視
聴
に
は
下
呂
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
ま
た
は
シ
ー
シ
ー
エ
ヌ
株

式
会
社
の
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
に

加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

中
学
生
に
よ
る
龍
演
舞

Ｃ
Ｃ
Ｎ
に
よ
る
生
放
送

　令和元年を向かえた今年、下呂温泉ま

つり初日を飾る龍神火まつりも 50 周年

の記念すべき年を迎えました。故郷の伝

統ある芸能文化を後世に受け継いでもら

うため、記念行事を計画しましたところ、

関係各位のご協力を得て中学生による龍

神の演舞を企画しました。今年の龍神火

まつりは記憶に残る祭りになると思いま

す。ご期待ください。

実行委員長　西　博志さん

演出委員長　小池清文さん
　50 周年の大きな節目を迎えた下呂温

泉龍神火まつり。それを記念して今年は

下呂・竹原両中学校の生徒が本番と同じ

龍や鳴り物で演舞奏し、祭りを盛り上げ

てくれます。歴史と伝統ある龍神火まつ

りの喚声が未来の下呂市にも響き渡るこ

とを祈願して、市民の宝物でもある子ど

もたちに祭りの行方を託します。当日は

会場にて子どもたちの演舞と下呂市の明

るい未来に心から大きなご声援をいただ

きますようよろしくお願いいたします。

問
合
先

観
光
課
　
☎
２
４
・
２
２
２
２

龍神火まつり50周年
時代を受け継ぐ5色の龍舞

下呂中学校美術部がデザインした法被を着用して、中学
生が大人たちに負けない迫力ある演舞を披露します！
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年長児～年少児までの保育料が無償となります
　
国
で
は
、
幼
児
教
育
の
負
担

軽
減
を
図
る
少
子
化
対
策
、
ま

た
は
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成

の
基
礎
を
培
う
幼
児
教
育
の
重

要
性
を
考
慮
し
て
、
幼
児
教
育

の
無
償
化
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
下
呂
市
で
も

以
下
の
保
育
料
に
つ
い
て
、
令

和
元
年
10
月
分
よ
り
無
償
に
な

り
ま
す
。

※
無
償
の
対
象
は
基
本
の
教

育
・
保
育
部
分
の
た
め
、
延
長

保
育
、
一
時
保
育
の
利
用
料
は

有
償
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
他
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
（
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な

ど
）
も
有
償
と
な
り
ま
す
。

児
童
福
祉
課

　
　
☎
５
２
・
２
８
８
２

問
合
先

※
未
満
児
保
育
と
は
、
こ
ど
も

園
入
園
前
の
子
ど
も
（
３
歳
未

満
）
を
対
象
と
し
た
保
育
サ
ー

②
未
満
児
保
育
を
利
用
す
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
保
育

料 ①
こ
ど
も
園
に
通
う
５
歳
か

ら
３
歳
ま
で（
４
月
２
日
時
点
）

の
子
ど
も
の
保
育
料

ビ
ス
で
、
保
護
者
が
労
働
な
ど

で
保
育
で
き
な
い
家
庭
の
み
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
下
呂
市
内
の
未
満
児
保
育
を

提
供
し
て
い
る
施
設
は
、
市
内

全
て
の
こ
ど
も
園
・
子
育
て
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
萩
原
北
醫

院
し
し
の
こ
で
す
。

※
②
の
対
象
者
が
、
未
満
児
保

育
施
設
の
利
用
定
員
に
空
き
が

な
い
た
め
入
所
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
こ
ど
も
園
や
子
育
て
保

育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
時
保
育

や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
利
用
料
４
・

２
万
円
分
ま
で
無
償
と
な
り
ま

す
。

10月から
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給
食
費
、
バ
ス
添
乗
員
協
力
金
な
ど
は
、
有
償
で
す

　
無
償
の
対
象
は
、
教
育
・
保
育
に
係
る
部
分
の
み

で
あ
る
た
め
、
給
食
費
、
バ
ス
添
乗
員
協
力
金
に
つ

い
て
は
、
無
償
と
は
な
ら
ず
、
利
用
者
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
金
額
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
給
食
費
　
４
６
０
０
円

　
主
食
費
　
６
０
０
円
［
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
］

　
副
食
費
４
０
０
０
円
［
主
食
以
外
の
お
か
ず
］

●
バ
ス
添
乗
員
協
力
金
　
１
０
０
０
円

　
こ
れ
ま
で
、給
食
費
に
つ
い
て
は
、

支
給
認
定（
１
～
３
号
認
定
）に
よ
っ

て
保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
た
り
含
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
保
育
料
の
無
償
化
に
よ
り
、
支

給
認
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
給
食
費
と

し
て
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
給
食
費
は
、
食
材
料
費
の

み
で
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ス
添
乗
員
協
力
金
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
通
り
で
す
。

　
所
得
に
応
じ
た
支
援
の
ほ

か
、
複
数
の
子
ど
も
を
子
育
て

中
の
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
へ
財
政
支
援
が
あ
り
ま
す
。

●
複
数
の
子
ど
も
を
子
育
て
し

て
い
る
家
庭

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

●
ひ
と
り
親
家
庭

●
障
が
い
の
あ
る
家
族
が
同
居

し
て
い
る
家
庭
（
施
設
を
利
用

す
る
児
童
を
含
む
）

　
支
援
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
、
給
食
費
が
軽

減
さ
れ
た
り
、
免
除
さ
れ
た
り

し
ま
す
。

給
食
費
の
負
担
に
つ
い
て

支
給
認
定
区
分

給
食
費
の
負
担
方
法

保
育
料
の
無
償
化
前

保
育
料
の
無
償
化
後

１
号
認
定

３
～
５
歳
の
２
号
認
定
以
外
の
子
ど
も

主
食
費
、
副
食
費
と
も
に

保
育
料
に
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
別
途
負
担

主
食
費
、
副
食
費
と
も
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
保
護
者
の
所
得
や
兄
弟

姉
妹
の
状
況
に
よ
り
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す

２
号
認
定

３
～
５
歳
の
保
護
者
の
労
働
な
ど
に
よ

り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
子
ど
も

副
食
費
が
保
育
料
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
主
食
費
の

み
別
途
負
担

３
号
認
定

０
～
２
歳
の
保
護
者
の
労
働
な
ど
に
よ

り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
な
子
ど
も

主
食
費
、
副
食
費
と
も
に

保
育
料
に
含
ま
れ
て
い
ま

す

保
育
料
の
無
償
化
の
対
象
と

な
る
人
は
、
給
食
費
に
つ
い

て
も
無
償
と
な
り
ま
す
。
そ

れ
以
外
の
人
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
保
育
料
に
含
ま
れ

て
負
担
さ
れ
ま
す

支
給
認
定
ご
と
の
給
食
費
の
負
担
方
法


